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病院の基本理念と基本方針
 　基本理念
　　最新最高の医療を、安全に提供する公的医療機関として能登全域の住民の健康を守ります。

 　基本方針
１　患者の皆さまの立場を第一に考えた医療を目指します。
２　たゆまぬ研鑽をとおして医療水準の向上を目指します。
３　最良でより高度な急性期医療を目指します。
４　医療機関との連携を密にして地域医療の推進を目指します。
５　公的病院を堅持しつつ健全な病院経営を目指します。
６　チーム医療に徹し、全職員が誇りを持って働ける病院を目指します。

東日本大震災により、亡くなられた多くの方々のご冥福をお祈り
申し上げます。また、被災された皆様、そのご家族の方々に対
しまして、心よりお見舞い申し上げます。

仙台市霞目駐屯地で活動する当院の災害派遣医療チーム（DMAT）
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東日本大震災における当院の取り組み東日本大震災における当院の取り組み
　2011年3月11日、東日本大震災発生から、早や5か月が過ぎようとしています。連日、テレビや新聞等で被
災地の様子や福島原発の状況が報道され、一部では、がれき処理や被災者の仮説住宅への入居が進んでいるよ
うに思われますが、まだまだ被災地が求める復旧・復興はほど遠く感じられます。
　当院では、震災当日に厚生労働省からの要請を受けて、災害派遣医療チーム（DMAT）【＊１】が仙台医療
センターに、6日後には石川県からの要請を受けて、放射線スクリーニングチーム【＊2】を福島県立会津高
校等に派遣しました。その後も、石川県の要請を受けて、医療救護班4班と石川県こころのケアチームのメン
バーとして１名を宮城県石巻市に派遣しました。

　4月下旬の被災地の状況は、市街地周辺の道路はほぼ通行可能となっていましたが、沿岸部は壊滅状態で自
衛隊員によって作られた仮設道路を通らないと行けない状況でした。また、自衛隊員による行方不明者の捜索
活動が続いているために、被災後の状況がそのまま手付かずで残されており、避難所での電気や水道等のライ
フラインは、発電機の利用や給水を受けている状況でした。6月下旬になると、市街地では商店等が一部営業
を再開するなど賑わいもみられました。しかし、沿岸部の道路ではがれきの除去は進んでいるものの、信号が
復旧していない箇所が多数あり、警官による誘導が行われていました。

　本来、医療救護班は、疾病の治療を受けていた方々への継続支援と、避難所や被害を免れた自宅で生活を送っ
ている被災者に対する巡回診療支援が任務となっています。被災当初に比べて道路事情やガソリン供給が回復
傾向にあり、被災者自身で受診が可能となったり、他県の受け入れ先や仮設住宅への転居などで避難所生活を
送る被災者も減少傾向になってきました。緊急性は収まりつつありますが、死亡者や行方不明者の家族への精
神的支援、余震による不安とストレス、避難所での食事事情や、生活環境の変化等により高齢者をはじめとし
た身体的支援、更には原発問題、雇用問題など、継続支援が必要なもの、新たな支援が必要なもの等、まだま
だ課題は山積みです。また、夏に向けて気温の上昇に伴う熱中症や脱水症状の発生、周辺の建物撤去の本格化
に際し、粉塵による呼吸器症状の悪化、衛生状態悪化に伴う、食中毒や感染症の発生など、状況に応じた支援
や取り組みが求められています。
　今後も当院では、「明日は我が身」という思いを持って、共に復旧・復興を目指し、微力ながら支援を続け
ていきたいと思います。

【＊1】DMAT（Disaster Ｍedical  Assistance Team）とは・・・
　　　医師、看護師、業務調整員（医師・看護師以外の医療職及び事務職員）で構成され、大規模災害や多傷病者が

発生した事故などの現場に、急性期（おおむね48時間以内）に活動できる機動性を持った、専門的な訓練を受け
た医療チーム。

【＊2】スクリーニングとは・・・
　　　原子力施設周辺の地域住民に、放射能汚染の検査や、これに伴う医学的検査を必要とする事態が生じた場合、

救護所において身体表面に放射性物質が付着しているものをふるい分けること。

平成23年3月11日～ 14日
仙台医療センターにて当院DMAT

による医療活動

平成23年4月23日～ 26日
医療救護班３班目の派遣と被災地の状況

平成23年3月27日～ 30日
宮城県石巻市にて
医療救護活動

平成23年6月18日～ 22日
医療救護班４班目の派遣と被災地の状況

平成23年3月17日～ 20日
福島県の高校にて
スクリーニング活動

平成23年4月7日～ 10日
医療救護班に薬剤師をメンバー
に加えて宮城県石巻市に派遣
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当
院
は
、
平
成
23
年
4
月
1
日
付
で
、

石
川
県
か
ら
「
石
川
県
地
域
が
ん
診
療
連

携
協
力
病
院
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
指
定
を
受
け
、
当
院
で
は
、
地
域

の
方
々
の
が
ん
に
対
す
る
疑
問
や
不
安
、

悩
み
に
お
応
え
す
る
た
め
、
平
成
23
年
4

月
か
ら
「
が
ん
相
談
支
援
室
」
を
設
け
ま

し
た
。

　

が
ん
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
…
例
え

ば
、
が
ん
の
治
療
や
検
査
に
つ
い
て
、
抗

が
ん
剤
の
副
作
用
、
治
療
費
に
つ
い
て
、

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
つ
い
て
、
不
安

や
悩
み
を
聴
い
て
ほ
し
い
…
な
ど
に
応
じ

ま
す
。

　

相
談
は
看
護
師
が
対
応
し
ま
す
が
内
容

に
よ
っ
て
医
師
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
各
専
門
職
種
と
連
携
し
て
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
き

ま
し
て
は
、
秘
密
を
厳
守
い
た
し
ま
す
。

相
談
室
は
患
者
さ
ま
や
ご
家
族
の
ほ
か
、

地
域
の
方
々
は
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
な
お
「
が
ん
相
談
支
援
室
」

で
の
相
談
は
無
料
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

受
付
は
平
日
（
月
〜
金
）
9
：
00
〜

16
：
30
で
す
。
入
院
中
の
方
は
病
棟
ス

タ
ッ
フ
に
、
外
来
の
方
は
各
診
療
科
の
ス

タ
ッ
フ
に
、
初
め
て
の
方
は
総
合
案
内
の

受
付
で
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
お
電
話

で
も
可
能
で
す
。
8
月
に
は
3
階
外
来
化

学
療
法
点
滴
室
と
な
り
に
「
が
ん
相
談
支

援
室
」
と
「
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
」
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
当
院
で
は
毎
週
水
曜
日
13
：
30
〜

16
：
00
に
「
緩
和
ケ
ア
外
来
」
を
開
い
て

い
ま
す
。
主
に
が
ん
の
診
断
を
受
け
て
い

る
方
に
、
身
体
や
心
の
苦
痛
な
ど
、
様
々

な
苦
痛
に
対
し
て
、
治
療
と
並
行
し
な
が

ら
そ
の
苦
痛
を
和
ら
げ
る
方
法
を
一
緒
に

考
え
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
外
科

医
師
と
精
神
科
医
師
が
担
当
で
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
院
内
や
地
域
の
か
か
り
つ
け

医
師
に
相
談
の
上
、
予
約
さ
れ
て
か
ら
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
外
来
化
学
療
法
点
滴
室

ま
た
は
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
石
川
県
地
域
が
ん
診
療

　
　
　

連
携
協
力
病
院
」
と
は

　

が
ん
拠
点
病
院
が
地
元
に
な
い
能
登
地

区
に
お
い
て
、
よ
り
身
近
な
環
境
で
が
ん

拠
点
病
院
並
み
の
専
門
的
な
が
ん
医
療
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る

た
め
、
石
川
県
が
示
し
た
様
々
な
指
定
要

件
を
満
た
し
た
病
院
の
こ
と
。

　

平
成
23
年
4
月
に
、
患
者
さ
ま
を
支
援

す
る
総
合
窓
口
と
し
て
「
地
域
医
療
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
地
域
医
療
連
携
係
、
医

療
福
祉
相
談
係
、
訪
問
看
護
係
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
の
４
つ
の
機
能
を
併
せ
持

つ
部
署
と
し
て
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
患

者
さ
ま
の
か
か
り
つ
け
医
と
の
紹
介
・
逆

紹
介
窓
口
、
医
療
福
祉
に
関
す
る
相
談
窓

口
、
在
宅
療
養
中
の
訪
問
看
護
、
介
護
保

険
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
、
４
つ
の

係
が
協
力
し
合
い
、
総
合
的
に
地
域
医
療

連
携
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
あ
た
り
、
今
後

の
取
り
組
み
と
し
ま
し
て
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
に
「
２
人
の
主
治
医
制
」
を
ご
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
２
人
の
主
治
医
制
」
と
は
、
患
者
さ
ま

１
人
に
対
し
、
当
院
の
医
師
と
地
域
の
か

か
り
つ
け
医
が
、
互
い
に
連
携
し
な
が
ら

共
同
で
継
続
的
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
す
。

患
者
さ
ま
は
、
普
段
は
か
か
り
つ
け
医
に

健
康
や
病
気
に
つ
い
て
ご
相
談
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
上
で
入
院
や
、
専
門
の
治
療

及
び
検
査
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
医
の
紹
介
状
を
持
っ
て
当
院

に
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
院
で
治

療
後
、
症
状
が
安
定
し
た
場
合
は
、
再
び

か
か
り
つ
け
医
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
主
治
医
同
士
の
連
携
に
よ
り
、
患
者

さ
ま
は
不
要
な
検
査
や
投
薬
を
受
け
ず
に

済
み
、
ど
ち
ら
に
受
診
し
て
も
適
切
な
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
大
き
な
取
り
組
み
と

し
ま
し
て
、
当
院
は
、
こ
の
地
域
全
体
の

医
療
福
祉
に
携
わ
る
方
々
が
活
動
す
る
拠

点
と
な
り
、
手
を
取
り
合
い
励
ん
で
い
く

こ
と
で
、
こ
の
地
域
の
医
療
を
、
よ
り
質

の
高
い
安
全
で
安
心
な
医
療
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
従
事
者
の

方
々
を
交
え
た
研
修
会
を
多
数
開
催
し
、

地
域
全
体
で
医
療
福
祉
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

当
セ
ン
タ
ー
を
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
互
い
に
顔
が
見
え
る
連
携
を

よ
り
一
層
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
と
お
し
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
・
ご

支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

「
石
川
県
地
域

「
石
川
県
地
域
が
ん
が
ん
診
療
連
携
協
力
病
院
」
の
指
定
を

診
療
連
携
協
力
病
院
」
の
指
定
を

　
　
　

　
　
　

  

受
け
、「
が
ん
相
談
支
援
室
」
が
で
き
ま
し
た
！

受
け
、「
が
ん
相
談
支
援
室
」
が
で
き
ま
し
た
！

地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

平成23年4月3日
地域医療支援センター開所式の様子



　近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲール。彼女
の誕生日にちなみ、毎年５月12日は看護の日と制定され
ています。　　　　　　
　また、この日を含む一週間は看護週間として、全国各地
の保険医療福祉施設では、気軽に看護に触れあえるイベン
トが開催されるようになりました。
　当院でも５月12日の看護の日に「ふれあい看護体験」
を開催し、地域の皆さまに普段の受診とは少し違う、気軽
な看護を体験していただきました。
　今年は「足のケアの大切さを知ってもらう」「おいしく
食事するためには」の２つをテーマに、看護師による足の
ケア、言語聴覚士による食べ方の説明、栄養士による病院
食の紹介などを行いました。
　参加者からは、「歩くのが楽になった」「看護に触れられ
る良い機会だった」との感想をいただき、非常に充実した
ふれあい看護体験となりました。

　当院では、平成19年度から「地域に開かれた病院づく
り」の一環として、地域に出向いて「出前講座」を開催
しています。
　「病気のことについて、詳しく知りたいけど、話を聞く
機会がない」
　そんな声にお応えしたく、今年度も引き続き、ご要望
があれば出前講座を開催していきますので、ぜひご利用
下さい。
　今年度の出前講座は、当院医師に加えて、看護師も講
師に加わりました。また、気になる病気の相談など、皆
さまが興味をもてる盛りだくさんの内容となっています。
　ご希望の団体等がございましたら、下記によりお申込
みください。
・講師は当院医師、看護師が務めます。
・費用は無料です。
・詳細は
　http://www.noto-hospital.nanao.ishikawa.jp/tiikiiryourenkei/?ucate=2
　でもご覧になれます。

＜申込要項＞
10名以上で①希望日、②場所・時間、③参加人数等をお
知らせください。

＜申込先＞
経営企画課（担当：宮本、上野）
☎(0767)52-8774

5月12日に看護の日イベント

「出前講座」を受け付けています

■職種・受験資格及び採用予定人数

職種区分 年齢及び学歴免許等 採用人数

事務職員
（大学卒）

昭和56年４月２日から平成２
年４月１日までに生まれた者
で、大学卒業の者又は平成24
年３月までに大学卒業見込み
の者

4名

■募集期間及び試験日
　募集期間
　　　平成23年７月５日（火）～平成23年８月19日（金）
　試験日程及び方法
　　第１次試験（教養試験・作文試験）
　　　平成23年９月18日（日）　午前９時～

■問合せ先
　詳細については、当院ホームページまたは経営管理部
総務課人事・給与・研修グループまでお問い合わせくだ
さい。
　☎(0767)52-8749

平成23年度　七尾鹿島広域圏事務組合
病院企業職員募集
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　当院では、平成19年度から毎年、BSC発表大会（＊）を開催
しています。平成23年度のBSC発表大会は、６月24日（金）に
開催し、業務終了後にもかかわらず、約230名の職員が参加し
ました。
　今年度のBSCは、これまでの取り組みを評価、改善した上で、
住民に信頼される安心で安全な地域医療の提供持続可能
な健全経営の確立を病院全体の重点目標とし、36ユニット
が重点目標と連動した個々の目標と行動計画を発表しました。
　今年は、口演発表に加え、ポスターによる発表形式を取り入
れたことで、各ユニットの工夫を凝らしたポスターが会場を賑
わせ、今まで以上に活発な質疑応答が行われました。
　BSC発表大会を終えて、今後は、職員一人ひとりが目標達成
に向けて取り組み、より質の高い医療の提供と、地域の皆さま
から愛される病院となること目指して頑張っていきます。

＊BSCとは・・・「学習・成長」「業務プロセス」「顧客」「財務」「医
療の質」のそれぞれの視点で行動計画を設定し、目標を達成し
ていく経営戦略ツールのこと。

平成23年度BSC発表大会開催

糖尿病療養指導士による
アドバイス

フットケアの様子

くだ
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血液検査のみの検診を行っております
　当院では、人間ドッ
クや脳ドックといった
通常の健診に加えて、
血液検査や尿検査のみ
を行う検診を昨年９月
から開始しました。
　血液検査は自分の健
康状態を簡単にチェッ
クすることができ、糖
尿病や肝臓病といった
さまざまな病気の発見
に役立ちます。人間
ドックや脳ドックと
いった通常の健診とは
違い、短時間で検査す
ることができ、待ち時
間もほとんどなく忙し
く時間がない方にお勧
めです。
 検診を希望される場合
には、電話で予約をお
こなってください。

健診部からのお知らせ
　今年も10月第３日曜日にマンモグラフィーによる

乳がん検診を実施します
　当院では昨年に引き続き、ピンクリボン運動賛同医療機関として、今年も下記のとおり乳がん検診を実施します。
乳がんの早期発見のために、仕事などで平日なかなか受診できないという方は、ぜひこの機会に「マンモグラフィー検査」
を受けてみませんか。
　受診に際しましては、事前に予約が必要となりますので健診部までお申し込みください。

＜検査日時＞　平成23年10月16日（日）午前８時30分～正午

＜検査費用＞　２方向撮影＋視触診　　５，３７６円
　　　　　　　１方向撮影＋視触診　　３，４５０円

＜申　込　先＞　 公立能登総合病院　健診部　☎（0767）52-8716

＜そ　の　他＞　時間予約での検診となりますので、待ち時間があまりありません。
　　　　　　　当日は女性のレントゲン技師が撮影します。

　　　　　　　自治体が発行している無料クーポンの使用もできますので、
　　　　　　　詳しくは健診部までお問い合わせください。

検査の受け方

検査内容と料金

電話予約 検査結果来院 検査受付・問診 会計

前日まで

血液検査については
午後からも受け付けております。

検査結果につきましては
２週間以内に郵送いたします。

ほとんど待ち時間なく検査を終了
することができます。

当日 ２週間以内

腫瘍マーカーセット

貧血セット

感染症セット1 感染症セット2

肝臓病セット

腎臓病・痛風セット

糖尿病セット

肝炎ウイルスセット（B型肝炎・C型肝炎）

脂質代謝異常症セット

肝臓がん、消化器系がん、すい臓がん、前立腺がん ( 男性 )や卵巣がん (女性 )の検査です。
ＡＦＰ、ＣＥＡ、ＣＡ19-9、ＰＳＡ( 男性 )、ＣＡ125( 女性 )

貧血の検査です。特に女性の方に、検査をおすすめします。
白血球数、赤血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット値、血小板数

体内の炎症の程度を測定します。
 白血球数、ＣＲＰ定量

あなたの肝臓は悲鳴をあげていませんか？
ＧＯＴ、ＧＰＴ、γＧＴＰ、コリンエステラーゼ、総ビリルビン

痛風検査、腎機能を調べます。
尿蛋白、尿潜血、尿素窒素、クレアチニン、ｅＧＦＲ、尿酸

糖尿病が気になる方に検査をおすすめします。
血糖、ヘモグロビンＡ１Ｃ

エイズと梅毒の感染を調べます。 
ＨＩＶ-1、2 抗体価、梅毒定性

肝臓病の8割は肝炎ウイルスによるものです。ウイルスの有無を調べます。
ＨＢＳ抗原、ＨＣＶ抗体価精密測定

異常があると、動脈硬化や心臓病の誘因につながります。
中性脂肪、ＬＤＬコレステロール、ＨＤＬコレステロール

5,150円

1,650円

3,000円 2,900円

2,400円

2,200円

3,200円

2,850円

2,000円

　予約窓口　 　健診部　（0767）52-8716
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膀
胱
鏡
に
は
硬
性
膀
胱
鏡
と
軟
性
膀
胱

鏡
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
硬
性
膀
胱

鏡
が
主
体
で
軟
性
膀
胱
鏡
が
あ
る
施
設
は

少
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
た
び
当
院
で
も

軟
性
膀
胱
鏡
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

軟
性
膀
胱
鏡
と
は
、
カ
メ
ラ
が
つ
い
て

い
る
先
端
が
、
胃
カ
メ
ラ
の
よ
う
に
い
ろ

ん
な
方
向
に
動
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
硬

性
鏡
は
火
箸
み
た
い
な
鉄
の
カ
メ
ラ
が
膀

胱
内
に
入
り
ま
す
の
で
尿
道
に
麻
酔
の
ゼ

リ
ー
を
使
用
し
ま
し
て
も
非
常
に
疼
痛
が

伴
い
ま
し
た
が
、
軟
性
膀
胱
鏡
は
疼
痛
が

非
常
に
少
な
く
、
無
麻
酔
で
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

但
し
、
軟
性
膀
胱
鏡
に
も
弱
点
が
あ
り

ま
し
て
、
非
常
に
血
尿
が
濃
い
方
、
膀
胱

内
に
炎
症
が
起
き
て
い
る
た
め
に
尿
が

濁
っ
て
い
る
方
に
は
観
察
が
不
適
で
す
。

そ
の
た
め
硬
性
鏡
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
は
尿

道
が
短
い
た
め
、
疼
痛
は
両
者
の
差
が
な

い
た
め
硬
性
鏡
を
一
般
的
に
は
使
用
し
ま

す
。

　

膀
胱
鏡
は
、
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
で
も
指
摘

で
き
な
い
初
期
の
膀
胱
癌
を
診
断
す
る
こ

と
が
可
能
な
の
で
す
が
、
今
ま
で
は
疼
痛

は
伴
う
た
め
膀
胱
癌
が
疑
わ
れ
る
状
況
で

も
容
易
に
検
査
を
お
勧
め
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
軟
性
膀
胱
鏡
が

導
入
し
て
か
ら
は
非
常
に
検
査
を
お
勧
め

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
軟
性
膀

胱
鏡
は
硬
性
鏡
に
比
べ
て
い
ろ
ん
な
方
向

に
カ
メ
ラ
の
先
が
動
き
ま
す
の
で
万
遍
な

く
膀
胱
内
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
定
期
的
に
膀
胱
鏡
を
さ
れ
て
い
る

方
々
か
ら
軟
性
膀
胱
鏡
の
ほ
う
が
非
常
に

楽
だ
と
お
聞
き
す
る
こ
と
が
多
く
こ
ち
ら

と
し
ま
し
て
も
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

当
院
で
は
2
台
、軟
性
膀
胱
鏡
を
導
入
。

専
用
の
洗
浄
機
も
同
時
に
導
入
。
1
台
使

用
中
に
も
う
一
台
は
滅
菌
洗
浄
し
常
に
軟

性
膀
胱
鏡
を
稼
動
で
き
る
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
公
立
能
登
総
合
病
院
Ｄ
ブ

ロ
ッ
ク
泌
尿
器
科
ま
で

　

☎
（
０
７
６
７
）
52
Ｉ
８
７
０
５

手
術
部
か
ら
のお知

ら
せ

　

こ
れ
ま
で
も
、
当
病
院
で
は
麻
酔
科

医
の
確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
8

月
以
降
当
面
の
間
、
次
の
時
間
帯
だ
け

麻
酔
科
医
は
不
在
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
間
帯
に
全
身
麻
酔
に
よ
る
手

術
が
必
要
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
方
に

は
、
恵
寿
総
合
病
院
、
金
沢
医
科
大
学
、

石
川
県
立
中
央
病
院
等
に
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
解
の
程
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

知っ得 ナットク カラダのこと

軟性膀胱鏡とは？

●先生●

泌尿器科医長

南　秀朗先生

硬性膀胱鏡
軟性膀胱鏡

軟性膀胱鏡と専用の洗浄機

麻酔科医の不在期間

平成23年８月８日～平成23年８月12日　夜間

平成23年８月21日　　　　　　　　　　　日中

平成23年９月５日～平成23年９月９日　夜間

平成23年10月２日～平成23年10月７日　夜間

平成23年11月３日～平成23年11月日　日中と夜間

平成23年11月７日～平成23年11月11日　夜間
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「
私
の
か
か
り
つ
け
医
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
は
七
尾
市
御
祓
町
に
あ
り
ま
す
北
村

病
院
の
院
長
、
北
村
勝
先
生
を
お
訪
ね
し

ま
し
た
。
近
く
に
は
七
尾
市
役
所
、
Ｊ
Ｒ

七
尾
駅
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
商
店
街
な

ど
の
様
々
な
施
設
が
集
中
し
て
お
り
、
住

民
の
方
々
が
激
し
く
行
き
交
う
と
こ
ろ
で

開
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
承
諾
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

早
速
で
す
が
、
先
生
が
開
業
さ
れ
た

き
っ
か
け
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
の
父
親
が
内
科
の
開
業
医
で
す
。
幼

少
の
頃
か
ら
毎
日
父
の
熱
心
な
仕
事
ぶ
り

を
見
な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が

中
学
生
の
頃
、
総
合
病
院
の
先
生
に
手
術

を
し
て
い
た
だ
き
命
を
助
け
て
も
ら
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、将
来
は
、

医
者
に
な
っ
て
病
気
で
困
っ
て
い
る
人
を

助
け
て
あ
げ
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

健
康
の
た
め
に
い
つ
も
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

空
い
た
時
間
を
利
用
し
て
近
く
の
ジ
ム

で
運
動
し
て
い
ま
す
。
日
頃
、
診
療
で
は
、

い
つ
も
患
者
さ
ん
に
、
太
る
な

と
指

導
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
は
、

太
る
一
方
で
す
。
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

　

今
後
の
地
域
医
療
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か
？
ま
た
、
能
登
総
合
病

院
に
対
す
る
要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
数
年
に
わ
た
り
、
報
道
等
で
地
域

医
療
の
崩
壊
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
医
療

環
境
は
医
師
不
足
、
病
院
勤
務
医
の
加
重

負
担
、
社
会
保
障
の
財
政
破
綻
な
ど
様
々

な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
地

域
医
療
は
、
点

の
医
療
か
ら

面


の
医
療
に
仕
組
み
を
変
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
各
医
療
機
関
や
介
護
施

設
が
お
互
い
に
連
携
を
組
み
、
地
域
循
環

型
の
医
療
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
能
登
総
合
病
院
に
は
、
能

登
全
域
の
中
核
病
院
と
し
て
高
レ
ベ
ル
の

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
開
業
医
に
つ
い
て
は
、

臓
器
ご
と
の
専
門
医
で
は
な
く
、
患
者
さ

ん
を
ト
ー
タ
ル
（
全
体
）
で
診
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
私
も
以

前
、
病
院
の
勤
務
医
時
代
に
は
、
心
臓
の

冠
動
脈
が
細
い
と
か
太
い
か
な
ど
と
、
ご

く
一
部
分
の
臓
器
に
し
か
着
目
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
開
業
し
て
初
め
て
患
者
さ

ん
全
体
を
捉
え
て
診
療
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
、
つ
く
づ
く
考
え
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
総
合
医
と
い
わ
れ
る
範
疇
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
能

登
総
合
病
院
に
勤
務
さ
れ
て
い

る
先
生
方
に
は
、
私
た
ち
開
業
医
の
た
め

の
教
育
指
導
も
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

大
変
控
え
め
で
、
真
面
目
な
お
人
柄
が

伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
院
長
先
生
は
、
当
院
地
域
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
地
域
医
療
勉

強
会
に
毎
回
ご
出
席
さ
れ
、
公
私
に
わ
た

り
多
用
な
業
務
を
こ
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
院
と
し
て
も
、
今
後
も
先
生
の
ご
期
待

に
副
う
よ
う
職
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

北村病院

院長　北
きたむら

村　勝
まさる

 先生

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
で
開
業
さ
れ
て
い
る

先
生
方
を
訪
問
し
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
、
普
段
の
健
康
管

理
な
ど
を
気
軽
に
相
談
で
き
る「
か
か
り
つ
け
医
」

を
見
つ
け
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
ご
紹
介
し
た
い
先
生
方
が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
後
も
お
楽
し
み
に
！
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受　付 診療室 月 火 水 木 金
午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

受付Ａ

℡52-8702

外科 守　友

当番医

富　田

当番医

牛　島

当番医

徳　楽

当番医

古　川

当番医外科 古　川 守　友 徳　楽
大学医

呼吸器外科（第2・4）

外科 牛　島
大学医

心臓血管外科

歯科口腔外科 長　谷

手　術

長　谷
特殊外来

手　術

長　谷
特殊外来

手　術

長　谷
特殊外来

手　術

長　谷

特殊外来歯科口腔外科 向　澤 向　澤 向　澤 向　澤 向　澤

歯科口腔外科 高　塚 大学医 大学医 大学医 大学医

受付Ａ

℡52-8702

整形外科 林 伊　井 林 伊　井 宗　廣

整形外科 宗　廣 中村（孝） 装具外来
14：00～15：00 中村（孝） 林 伊　井 装具外来

13：30～15：00

整形外科 中村（孝） 宗　廣

リハビリ科 八幡（第）
13：30～14：30

受付Ｂ

℡52-8703

内科胃腸科 安　田 中村（勇） 中村（勇） 安　田 胃腸科担当医

皮膚科 大学医
9：00～ 熊　田

15：00～16：30

越　後
手術・検査

越　後
手術・検査

越　後 越　後
15：00～16：30 越　後 越　後

（予約のみ）

皮膚科 熊　田 熊　田 大学医
9：00～ 熊　田 熊　田

（予約のみ） 熊　田 熊　田
15：00～16：30

形成外科 山　城
初・再診

杉　下
初診 手　術

13：00～15：30

予約診察
15：30～16：30
小学生～高校生

山　城
初・再診 →初心受付

11：00まで
手　術

13：30～17：00

山　城
初・再診

手　術
13：30～17：00

杉　下
初・再診

形成外科 杉　下
再診

山　城
再診

杉　下
再診

杉　下
再診

山　城
再診

美容外科 山城/杉下
14：00～16：30 （第一）←

山城/杉下
14：00～16：30

受付Ｂ

℡52-8703

内科
朝　日
初診

当番医

藤　岡
初診

当番医

田　治
初診

当番医

藤　岡
初診

当番医

中　島
初診

当番医

内科
藤　岡
（腎・高）

藤　岡
（腎・高）

藤　岡
（腎・高）

内科
篠　崎
（腎・膠）

田　治
（糖尿病）

大　畑
（血内）

田　治
（糖尿病）

橋本（琢）
（甲状腺）

内科
横　山
（糖尿病）

村本（信）
（糖尿病）

横　山
（糖尿病）

中　島
（腎・糖）

村　本
（糖尿病）

循環器科 村　田 村　田 村　田 村　田 村　田

内科
山　下
（循環器）

中　島
（腎・糖）

山　下
（循環器）

吉　村
（循環器）

山　下
（循環器）

受付Ｃ

℡52-8704

神経内科
室　石
初・再診

室　石
初・再診

室　石
初・再診

室　石
初・再診

神経内科
高　橋
初・再診

耳鼻咽喉科 坂　本
坂　本

14：30～16：30

坂　本
手術・検査

坂　本
坂　本

14：30～16：30

坂　本
手術・検査

坂　本
手術・検査

耳鼻咽喉科 山　本 酒　井

受付Ｃ

℡52-8704

脳神経外科 渡　辺 吉　田 渡　辺 大学医

脳神経外科 橋　本 橋　本 吉　田 橋　本

眼科 佐　伯
検　査

佐　伯
手　術

佐　伯
手　術

佐　伯
検　査 検　査

眼科 山　田 山　田 山　田 山　田

受付Ｄ

℡52-8705

泌尿器科 南 手　術

入院検査

上　木
往診
検査処置
入院検査
他科回診

南 手　術

入院検査

上　木
ＥＤ外来
検査処置
入院検査
他科回診

稲　村 手　術

入院検査泌尿器科２ 大学医
初診

稲　村
初診

上　木
初診

稲　村
初診

南
初診

小児科１ 和　田 和　田
ヵ月検診

和　田
斉　藤
（心臓）

和　田
当番医

和　田

小児科２ 岡　本 西　尾 岡　本 西　尾 岡　本

受付Ｄ

℡52-8705

産婦人科１ 高　木
大学医
（富澤）

大学医
（山口） 高　木

産婦人科２ 大学医
（閨谷）

大学医
（藤田） ヵ月検診 高　木

大学医
（早稲田）

大学医
（柴田）

精神
センター

℡52-6619

精神科１ 西　村 西　村 西　村
アルコール薬物依存外来

西　村
西　村 佐　伯

精神科２ 平　松 平　松 平　松 佐　伯 平　松 平　松

精神科３ 東　間 東　間 東　間 佐　伯 東　間

精神科４ 小　坂 佐　伯 小　坂 小　坂 小　坂

外来化学療法点滴室 富　田 牛　島 徳　楽 牛　島 守　友 牛　島 古　川 牛　島 牛　島 牛　島

救命救急センター 院内医師 院内医師 後　藤 後　藤 院内医師 院内医師 院内医師 院内医師 太　田 太　田

健診部 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師

放射線科 月曜日～金曜日の午前及び午後　伊藤（月～金）・油野（月～木）・扇（金）・高仲（木）放射線治療

核医学 萱　野 滝

外 来 診 療 予 定 表 （2011.8.1）

TEL 52-6611（代表）　　放射線科：（火）南、作業療法：１ヶ月に１度　生田
●外来診療受付（平日の時間内）
　一般診療受付　午前８時30分～午前11時30分
　但し、診療科によって　午前11時の科もありますので、ご留意ください。
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